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　　　　　　　　〔図一15参照）
MSスペクトル

外　観　　無色結晶

融　点　　105～105℃（提示資料による）

分配係数（n一方クタノーλ／水）　10gP＝520

溶解性　　対水一’・2］plpm（T　OC計による分析値）

　　　　　対n一ヘキサン，アセトン，ベンゼン，

　　　　　　アセトニトリルー1，000ppm以上

　　　　㊧　上記の数値まで溶解性を確認
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　試験方法及び条件

1驚：三一一…一…

1　T　Lm試験

（a）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亭　　　ヒメダカ　平均体重ロ・25g　塩化第二水銀模定合格魚

　　・田端健二：用水と廃水，1L4，1297～1305（1972）

（b）　溶解法（分散剤及ぴ分散法）

　　分散剤

　　　硬化ヒマシ油（HCO－10，HCO－60）

　　溶解法（分散法）

　　　供試物質m　gと硬化ヒマシ油（HCO－10，HCO－60）

　　　各125gをアセトンに溶解後、ロ一夕リーエバポレータ

　　　にてアセトンを留去する。つぎに水を加えて、全量を1Z

　　　にし100ppm（w／v）の原液を調製した。

（c）試験温度

　　　25十1℃

（d）試験結果

　　　48時間TLm値　：　575ppm（w／v）

　　　　　　　　　　　　　　　　（図一2参照）



5・2　濃縮度試験

521　試験条件

　（a）　水系環境調節装置　　流水式

　　　　試験水槽　　ガラス製　　容　i　　10OZ

　　　　　　　　　　　　　　　　流水量　 1，164君／日

　　　　　　　　　　原液■：希釈水＝8認／分：800認／分

　　　　卓原液濃度　　100　p　p　b　（w／v）

　（b）試験魚

　　　　＝　イ　平均律短　52．69

　　　　　　　　　平・均体長10．9㎝
　　　　　　　　　　　　　　　あサ　　　　　　　　　平均丹青質倉プ青　　　　5，可％

　　　脚E．G．B　l　igh，W．J、Dyer、C　an．J．B　iochem．Phys　io1．，

　　　　を7，911（1959）

　（e）　外部消毒及ぴ順化

　　（11外部消毒

　　　　　止水状態で10ppm壇酸クロ・テトラサイクリン水

　　　　　溶液で24時間薬浴を行った

　　（2）順　化

　　　　　25℃×14日間

　（d）　溶解法（分散剤及び分散法）

　　　　ろ．1（b）にi同じ

　（e）試験温度

　　　　25±1℃

（f）　水槽中の溶存酸素量

　　　図一14参照

（9）　水槽濃度

　　設定理由

　　　精度よく定量できる濃度は、約循ppb（図一5参照）で

　　　ある。水分盾時の前処理操作にむいて20倍濃縮して回収

　　　率が952％であり、予備飼育7日間の結果より水槽硬度の

　　　低下を15％と見込み・水槽濃度を1PPbと設定した。

　　　（計算式）　水槽濃度は
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5．2．2

（a）

分析条件

使用分析機器及び条件

　装　置ガスク・マトグラフ

　　　　　　　型一日五電子GC－20K

　カ　ラ　ム　　10％S　E－50／クロモノ〃W　AW

　　　　　　　　2規×2㎜φ　 ガラス製

　カラム温度　　 210℃

　キャリアガス　　　N2

　検　出　器　　ECD

DMCS

（c）　分析試料の前処理

　（1）魚　体

試 験創
卜体重，体長測定

卜細片化
　

1。らい砕（海砂10g）｛

1・脱水　　　（無水硫酸ナトリウム100g）

爆貯15㍗回

（b）　標準溶液の調製法

　　　供試物質0．19を精秤して、n一ヘキサンに溶解後、100

　　　耀に定容して1，000ppm（w／v）の標準溶液を調製した。

　　　これをn一ヘキサンで希釈して所定濃度の標準溶液を調製

　　　したo

L塑」一 L、愛キサン盈

　　　ト
　　　　・濃縮

　　　　・定容　　25諺　　（n一ヘキサン）

　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　・カラムクロマトグラフ法　（1諺負荷）

　　　！

　溶出画分1

　　　し定容5晦（ベンゼン）

　　　I

Il・GC試料1

ゆカラムクロマトグラ7の条件

　　クロマト管　　20㎜φ　ガラス製

　充てん剤　 5％含水塩基性アルミナ15g（Woe㎞社製）

　　　　　　　　（ベンゼンで充てん）

分画法　　：　第1画分　　ベンゼン　　50認

　供試物質は第1面分に溶出する



（2）試験水 煮冷試験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。

試　験　水
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4．　試験結果

4．1　供試魚の状態

　　　外観観察結果　正常

4．2　濃縮度試験の結果

　　　表一2　供試物質の濃縮倍率

A
B
C
D
E
F

精度よく定量できる濃度＝

検出限界の磯度（S／Nニ2）：

回　収　率　：　92．5％

魚　体　重　：　50　9

最終液量　：　50　諺

分　取　比　　：　　1

0，013　ppm（図一5参照）

0．0013ppm（図一5参照）
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5，備　　　考

5．1　魚体部位別試験

　　　　12週間目の試験魚を2尾づっ、頭部、外皮（頭部を除く

　　　　皮、うろこ、ひれ、消化管、えら）内臓（消化管以外の臓

　　　　器）、可食部（上記の部分を除いた残部）に大別し、各重

　　　　量を測った後分析を行った。分析法は本試験の分析法に準

　　　　ずる。

　　　　　　　　部位別試験結果

5．2　排泄性試験

　　　　12週間の試験終了後、正常水（供試物質及び分散剤を含

　　　　まない水）による排泄性試験を行った。（試験水槽100君、

　　　　流水量400諺／min）12週目の試験魚中の供試物質渥

　　　　度の平均（5尾）を100として、2，4，8，14日目の

　　　試験魚串の供試物質の残留率を示した。

残 留 率 ρの

可食部

供試物質濃度（ppb）

　1，790

　義580（2，690）
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（ ）内の数字は平均値を表わすo




